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8月の説教者

6 日　主の変容
光山　相泰

（名古屋教区助祭）

13日　年間第19主日
ジョン・シーランド

（神言修道会）

20日　年間第20主日
椎尾　匡文

（高蔵寺教会）

27日　年間第21主日
アントニー・ビ・アンニン

（安城教会）

9月の説教者

3 日　年間第22主日
平田　政信
（小牧教会）

10日　年間第23主日
新立　大輔
（南山教会）

17日　年間第24主日
アドリアヌス・ハヨン

（多治見教会）

24日　年間第25主日
早川　和彦

（名古屋教区助祭）

８月６日㈰～
１５日㈫

日本カトリック 
平和旬間

「過去を振り返る事は
将来に対する責任を
担う事である」
�聖ヨハネ・パウロ二世教皇

9月3日㈰
「被造物を 
大切にする 
世界祈願日」
環境保護のための助
けを願う日

「主に捧げる10日間」
24時間礼拝で　平和のために祈ろう

聖体礼拝
期　間　8月6日（日）～15日（火）
場　所　カトリック主税町教会
交　通　地下鉄桜通線「高岳」下車、徒歩10分
予　定　＊6日（日）19：00ミサ　松浦悟郎司教
　　　　　ミサ後、聖体礼拝開始
　　　　�＊�この期間中、昼夜を問わず聖体が顕示され

ています。いつでも祈りに来て下さい。毎日、
ミサと共同の祈りが行われます。

　　　　　10：00　教会の祈り（ロザリオなど）
　　　　　15：00　神のいつくしみへの花束
　　　　　19：00　ミサ
　　　　＊15日（火）19：00ミサ　松浦悟郎司教
　　　　　ミサ後、聖体礼拝終了
主　催　「平和を祈る」実行委員会　協　賛　名古屋教区
　　　　E-メール：adoration24nagoya@gmail.com
担　当　シーランド神父
連絡先　中西信人　☎090-9244-2497

名古屋教区 
平和祈願ミサ

　この世界に「神の国」を始められ
たイエス・キリスト。そのわざを引
き継いだ私たち・教会が、愛と平和
な世界を築くため、共に祈り、新た
な第一歩をふみ出しましょう。
日　時　8月6日（日）布池教会
　　　　第1部　13：30～
　　　　「平和を考える集い」
　　　　教区学習シリーズの報告他
　　　　第2部　15：00～
　　　　「平和祈願ミサ」
　　　　司式　松浦悟郎司教
問合せ　社会福音化推進部事務局
　　　　☎052-935-7180

世
界
難
民
移
住
移
動
者
の
日
・
献
金

　
「
祈
り
、
司
牧
的
協
力
、
献
金
」
各
小
教
区
と

カ
ト
リ
ッ
ク
施
設
が
国
籍
を
超
え
た
神
の
国
を

求
め
て
、
真
の
共
同
体
を
築
き
、
全
世
界
の
人
々

と
「
と
も
に
生
き
る
」
決
意
を
新
た
に
す
る
日
。

北陸地区 一粒会の集い
　一粒会の集いを北陸地区で開催�
します。どなたでもご参加くださ
い。会員以外の方も是非ご参加くだ
さい。
日　時　8月27日（日）
　　　　14：00～16：30
場　所　高岡教会
　　　　高岡市中川園町8-37
内　容　（第1部）講演会
　　　　講師：北村雅彦神父
　　　　　　　（聖心教会）
　　　　演題：「�変わっていくものと、

変わらないもの」
　　　　（第2部）司教ミサ
　　　　　　　　松浦悟郎司教
問合せ　一粒会委員長　西村由美子
　　　　☎ /FAX：0561-54-9754

船
員
司
牧
（
Ａ
Ｏ
Ｓ
）
全

国
研
修
会
が
、
７
月
７
、
８

日
、
港
教
会
お
よ
び
名
古
屋

港
を
会
場
と
し
て
開
か
れ
、

約
60
人
が
参
加
し
た
。
日
本

カ
ト
リ
ッ
ク
難
民
移
住
移
動

者
委
員
会
（
委
員
長
＝
松
浦

悟
郎
司
教
）
主
催
。

【
１
日
目
】

参
加
者
は
ま
ず
名
古
屋
港

で
船
に
乗
り
、
総
取
扱
貨
物

量
14
年
連
続
日
本
一
、
貿
易

黒
字
額
18
年
連
続
日
本
一
の

広
大
な
港
を
タ
ン
カ
ー
操
縦

士
に
よ
る
解
説
付
き
で
見
学

し
た
。

次
に
港
教
会
に
移
動
し
、

全
日
本
海
員
組
合
名
古
屋
支

部
長
・
金
子
浩
行
さ
ん
の
講

演
を
聴
い
た
。金

子
さ
ん
は
、

外
国
人
船
員
を
含

め
た
船
員
た
ち
の

労
働
条
件
や
人
権

を
守
る
組
合
の
取

り
組
み
を
、
実
例

を
あ
げ
て
紹
介
し

た
。ア

ジ
ア
太
平
洋

戦
争
で
は
６
万
人

を
超
え
る
船
員
が

亡
く
な
っ
た
こ
と

を
反
省
し
、
組
合

は
平
和
運
動
に
尽

く
し
て
い
る
と
述

べ
、「
船
員
た
ち

を
危
な
い
と
こ
ろ

に
行
か
せ
な
い
。

こ
れ
か
ら
も
海
は

平
和
で
あ
っ
て
ほ

し
い
」と
結
ん
だ
。

【
２
日
目
】

訪
船
な
ど
の
船

員
司
牧
活
動
を

行
っ
て
い
る
司
祭

や
修
道
者
た
ち
か
ら
活
動
報

告
が
あ
っ
た
。
漁
船
員
の
待

遇
の
悪
さ
、
女
性
従
業
員
へ

の
差
別
と
い
う
問
題
点
も
報

告
さ
れ
た
。

支
援
活
動
が
組
織
化
さ
れ

て
い
る
横
浜
Ａ
Ｏ
Ｓ
か
ら

は
、
昨
年
末
ク
リ
ス
マ
ス
、

船
72
隻
に
計
１
２
０
０
個
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
（
リ
ボ
ン
を
付

け
た
袋
詰
め
セ
ッ
ト
）
を

贈
っ
た
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。袋

の
中
は
、
手
作
り
の
毛

糸
の
帽
子
、石
鹸
、タ
オ
ル
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
な
ど
。

特
に
毛
糸
の
帽
子
（
目
の
詰

ま
っ
た
も
の
）
は
と
て
も
喜

ば
れ
た
。

グ
ル
ー
プ
で
の
分
か
ち
合

い
を
し
、
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
提

案
が
出
さ
れ
た
。

・�

小
教
区
で
Ａ
Ｏ
Ｓ
の
こ
と

を
知
ら
せ
、
関
心
を
広
げ

る
。

・�

支
援
グ
ル
ー
プ
の
組
織
化

を
め
ざ
し
、
毛
糸
や
石
鹸

東
海
地
区
一
粒
会
の
集
い

が
６
月
25
日
、
各
務
原
教
会

で
開
か
れ
た
。第
１
部
で
は
、

司
祭
に
な
っ
て
３
年
目
の
片

岡
義
博
神
父
（
富
山
教
会
）

が
「
誰
が
そ
の
人
の
隣
人
に

な
っ
た
と
思
う
か
」
と
題
し

て
召
命
に
関
す
る
講
演
を
行

い
、
第
２
部
で
は
、
松
浦
悟

郎
司
教
の
司
式
で
ミ
サ
を
さ

さ
げ
た
。

片
岡
神
父
は
、
司
祭
に
な

る
ま
で
の
過
程
や
青
少
年
活

動
を
含
め
た
現
在
の
富
山
地

区
の
状
況
に
つ
い
て
語
り
な

が
ら
、人
と
人
と
の
出
会
い
、

つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
説
い

た
。青

年
時
代
に
日
本
全
国
の

青
年
の
集
い
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
名
古

屋
教
区
で
開
催
し
た
片
岡
神

父
は
、
そ
の
時
に
歌
っ
た
大

切
な
歌
「
ぶ
ど
う
の
木
」
を

講
演
の
最
初
と
最
後
に
祈
り

と
し
て
、
自
身
の
キ
ー
ボ
ー

ド
伴
奏
に
よ
り
皆
で
歌
っ

た
。富

山
に
派
遣
さ
れ
た
最
初

の
名
古
屋
教
区
司
祭
と
な

り
、
当
初
は
素
直
に
受
け
入

れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、結
局
、

北
陸
３
県
の
子
ど
も
の
信
仰

養
成
に
力
を
入
れ
、
合
同
ク

リ
ス
マ
ス
会
、
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
な
ど
を
実
施
し
て
き

た
。
外
国
人
司
牧
に
も
心
づ

か
い
を
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
を
あ
げ
て
、
互
い
に
協
力

し
合
う
こ
と
を
強
調
し
た
。

高
齢
化
な
ど
を
仕
方
な
い

と
諦
め
る
の
で
な
く
、「
他

人
任
せ
に
し
な
い
。
一
人
一

人
の
意
識
が
変
わ
れ
ば
、
共

同
体
が
変
わ
る
」
と
参
加
者

を
励
ま
し
た
。

最
後
に
は
「
誰
が
そ
の
人

の
隣
人
に
な
っ
た
と
思
う

か
？
」
が
自
分
の
一
生
の
課

題
に
な
っ
た
と
、
講
演
を
し

め
く
く
っ
た
。

司
教
ミ
サ
に
は
片
岡
神
父

の
ほ
か
、
一
粒
会
担
当
・
平

田
豊
彦
神
父
、
各
務
原
教
会

主
任
ジ
ョ
ン
・
グ
ラ
ハ
ム
神

父
、
東
山
教
会
・
伊
藤
大
有

神
父
が
共
同
司
式
に
加
わ
っ

た
。
３
月
に
助
階
さ
れ
た
早

川
和
彦
助
祭
も
奉
仕
に
立
っ

た
。ミ

サ
中
の
「
主
の
祈
り
」

の
曲
が
、
ま
だ
名
古
屋
教
区

で
は
な
じ
み
の
薄
い
旋
律

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ミ
サ
の

前
に
全
員
で
練
習
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
わ
ず
か
15
分
の

練
習
だ
っ
た
が
ミ
サ
本
番
で

は
皆
の
声
が
き
れ
い
に
響
い

た
。100

人
と
い
う
予
想
を
は
る

か
に
超
え
る
142
人
が
集
ま

り
、
式
次
第
の
不
足
や
い
す

の
増
設
と
い
っ
た
対
応
に
追

わ
れ
な
が
ら
も
、
大
盛
況
の

う
ち
に
集
い
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

�

（
各
務
原
教
会　

石
井 

望
）

Ａ
Ｏ
Ｓ
全
国
研
修
会
・
港
教
会

 

船
員
の
声「
忘
れ
な
い
で
」

�

理
解
と
支
援
の
輪
ひ
ろ
げ
よ
う

富
山
で
「
隣
人
に
な
っ
た
と
思
う
か
？
」

�

片
岡
神
父
、
東
海
地
区
一
粒
会
の
集
い
で

を
集
め
て
現
場
に
送
る
。

・�

カ
ト
リ
ッ
ク
以
外
の
人
に

も
帽
子
作
り
を
お
願
い
す

る
。

・�

体
験
を
聞
く
会
を
開
く
。

派
遣
ミ
サ
を
司
式
し
た
松

浦
司
教
は
説
教
で
、「
研
修

会
を
通
し
て
感
じ
た
船
員
た

ち
の
「
私
た
ち
を
忘
れ
な
い

で
」
と
い
う
呼
び
か
け
は
キ

リ
ス
ト
の
呼
び
か
け
だ
。
海

上
は
あ
ま
り
に
危
険
だ
が
、

い
っ
た
ん
出
航
す
れ
ば
誰
の

目
に
も
留
ま
ら
な
い
。
彼
ら

に
と
っ
て
港
で
待
っ
て
い
る

人
が
い
る
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

用
意
し
て
い
る
人
が
い
る
こ

と
は
、
ど
ん
な
に
心
強
い
こ

と
か
」
と
船
員
司
牧
の
意
義

を
述
べ
た
。

「
研
修
の
成
果
と
し
て
の

気
づ
き
か
ら
、
共
同
体
の
関

わ
り
へ
と
心
が
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
よ
う
に
」
と
の
祈

り
で
結
ん
だ
。

―
―
―
―
―
―
―

A
O
S

（A
postleship 

O
f the Sea

）
と
は
、
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
に
属
す
る
世

界
的
な
組
織
で
、
世
界
各
国

の
港
で
船
員
た
ち
を
訪
問

し
、
歓
迎
し
、
福
利
厚
生
や

心
の
ケ
ア
を
目
的
と
し
た
奉

仕
活
動
を
行
う
組
織
。
日
本

で
の
活
動
は
１
９
７
０
年
頃

か
ら
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
る

が
、
現
在
、
港
を
持
つ
教
会

の
信
徒
、
司
祭
、
修
道
者
、

レ
イ・ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー（
信

徒
宣
教
者
）
を
含
む
ス
タ
ッ

フ
が
各
地
で
活
動
し
て
い

る
。

９
月

24
日
㈰

松浦司教の祭服は海を表す青色。
胸には船のいかりをイメージした
ＡＯＳのロゴマークがついている。
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新
し
い
年
、
分
裂
の
世
界
に
一
致
を
！　
　
　
　
　

　

―
あ
ら
ゆ
る
壁
を
越
え
る
教
会
を
め
ざ
す
中
で
―

故
相
馬
信
夫
司
教
と
昨
年

10
月
に
帰
天
し
た
由
井
滋
神

父
を
追
悼
す
る
ミ
サ
が
６
月

17
日
、
布
池
教
会
・
小
聖
堂

で
行
わ
れ
た
。
い
つ
も
人
権

を
奪
わ
れ
た
人
々
に
寄
り
添

う
生
き
方
を
し
た
お
二
人
の

人
柄
を
偲
ば
せ
る
し
み
じ
み

と
し
た
ミ
サ
だ
っ
た
。

ミ
サ
後
、
相
馬
司
教
と
も

あ
る
す
の
会
の
代
表
を
さ

れ
て
い
た
由
井
滋
神
父
の
追

悼
と
同
会
の
創
立
30
周
年
記

念
を
兼
ね
た
集
会
が
、
６
月

24
日
に
膳
棚
教
会
パ
ウ
ロ
館

で
開
催
さ
れ
た
。

外
国
人
支
援
活
動
を
し
て

き
た
市
民
支
援
団
体
と
カ
ト

リ
ッ
ク
の
メ
ン
バ
ー
25
人
が

集
ま
っ
た
。

多
く
の
人
々
か
ら
の
祈
り

と
支
援
に
支
え
ら
れ
、
あ
る

す
の
会
の
働
き
を
30
年
続
け

る
こ
と
が
で
き
た
。
有
難
く

親
交
が
あ
っ
た
国
際
政
治

学
者
の
武
者
小
路
公き
ん

秀ひ
で

さ

ん
（
高
蔵
寺
教
会
）
に
よ
る

記
念
講
演
を
聞
く
こ
と
が
で

き
た
。
沖
縄
を
は
じ
め
人
権

を
奪
わ
れ
た
人
々
と
の
連
帯

の
道
を
考
え
る
と
い
う
こ
と

で
、
テ
ー
マ
は
「
沖
縄
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
こ
と
の
難
し

さ
」。

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

故
ヨ
ハ
ネ
・
ボ
ス
コ
由
井

滋
神
父
は
、
若
い
時
フ
ラ
ン

ス
で
外
国
人
と
し
て
暮
ら

し
、
沢
山
の
ア
ジ
ア
人
に
助

け
ら
れ
た
経
験
か
ら
、
日
本

に
在
住
す
る
外
国
人
の
人
権

と
尊
厳
を
守
る
活
動
に
力
を

注
ぐ
こ
と
に
な
り
、
そ
の

柱
の
一
つ
が
あ
る
す
の
会

（A
SIA
N
 LA
BO
U
RERS 

SO
LID
A
RIT
Y

　

滞
日
ア

ジ
ア
労
働
者
と
共
に
生
き
る

会
）
だ
っ
た
。

記
念
集
会
で
は
新
代
表
の

川か
わ

上う
え

栄え
い

光み
つ

神
父
（
神
言
会
）

よ
り
「
由
井
神
父
の
長
年
の

友
人
と
し
て
、
あ
る
す
の
会

の
働
き
を
今
後
も
一
歩
ず
つ

続
け
て
い
き
た
い
」
と
、
挨

拶
が
あ
っ
た
。

自
然
と
の
和
解
か
ら
、
沖
縄
・
ヤ
マ
ト
へ

�

故
相
馬
信
夫
司
教
記
念
ミ
サ
と
講
演
会

�

あ
る
す
の
会
30
周
年
と
由
井
神
父
追
悼

ま
ず
、
琉
球
処
分
の
歴
史

を
み
た
く
な
い
ヤ
マ
ト
と
い

う
導
入
か
ら
。

沖
縄
は
か
つ
て
独
立
国
で

あ
り
、
豊
饒
な
海
と
共
に
生

き
る
知
恵
を
持
つ
海
洋
民
族

で
あ
り
、
守
札
の
ク
ニ
で
あ

り
、非
暴
力
の
人
々
で
あ
り
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
ま
で
を
含
む
豊

か
な
生
命
の
多
様
性
を
も
つ

地
で
あ
っ
た
。
こ
こ
を
ヤ
マ

ト
（
明
治
政
府
）
は
だ
ま
し

う
ち
の
よ
う
な
仕
打
ち
で

日
本
に
組
み
込
ん
で
し
ま
っ

た
。沖

縄
と
日
本
が
和
解
す
る

初
代
代
表
、
狩
浦
正
義
神

父
（
布
池
教
会
）
は
、

「
あ
る
す
の
会
は
、カ
ト
リ
ッ

ク
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
仏

教
等
の
住
民
・
市
民
が
労
働

者
と
共
に
連
携
し
、
立
ち
上

が
っ
て
、
人
権
と
労
働
者
の

権
利
回
復
の
活
動
に
取
り
組

ん
だ
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。

外
国
人
は
、
単
な
る
労
働
力

で
は
な
く
住
民
で
あ
る
と
の

認
識
を
大
事
に
し
て
き
た
」

「
多
文
化
共
生
社
会
を
法
的

に
支
え
る
た
め
、
弁
護
士
と

の
学
習
会
を
開
き
、
人
々
の

尊
厳
を
ま
も
る
た
め
に
必
要

な
法
制
整
備
を
求
め
た
」

「
外
国
人
の
多
様
か
つ
広
域

な
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に

「
あ
る
す
の
会
」、「
共
の
会
」

の
働
き
が
必
要
で
あ
る
。
由

井
神
父
様
の
「
聞
く
力
」
は

今
後
は
我
々
が
引
き
継
い
で

い
く
必
要
が
あ
る
」

な
ど
と
熱
く
語
っ
た
。

聖
心
教
会
（
愛
知
県
豊
田

市
）
は
ブ
ラ
ジ
ル
人
グ
ル
ー

プ
が
中
心
と
な
り
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
グ
ル
ー
プ
、
ベ
ト
ナ

ム
人
グ
ル
ー
プ
、
日
本
人
グ

ル
ー
プ
も
協
力
し
て
６
月
25

日
、
フ
ェ
ス
タ
・
ジ
ュ
ニ
ー

ナ
を
開
催
し
た
。
会
場
は
豊

田
ス
タ
ジ
ア
ム
東
ゲ
ー
ト
。

午
前
10
時
か
ら
主
日
の
ミ
サ

を
ド
ミ
ン
ゴ
神
父
と
岩
崎
一

二
三
神
父
が
共
同
司
式
し

た
。

ミ
サ
の
後
テ
ン
ト
が
張
り

巡
ら
さ
れ
た
会
場
で
、
シ
ュ

ラ
ス
コ
（
肉
の
串
焼
き
）
な

ど
の
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
が
供
さ

れ
、
あ
た
り
一
帯
に
焼
肉
の

匂
い
が
た
ち
こ
め
た
。
周
辺

の
市
町
村
か
ら
も
多
く
の
ブ

ラ
ジ
ル
人
が
ど
っ
と
押
し
寄

せ
、会
場
は
満
員
と
な
っ
た
。

午
後
に
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
ナ
ン

バ
ー
が
呼
び
上
げ
ら
れ
る
た

び
に
、「
や
っ
た
、
リ
ー
チ
」

と
気
分
は
高
ま
っ
て
い
た
。

可
愛
ら
し
い
子
供
た
ち
が

音
楽
に
合
わ
せ
て
一
生
懸
命

に
農
民
の
踊
り
を
披
露
し
た

＝
写
真
。

最
後
は
ス
ポ
ン
サ
ー
が
提

供
す
る
超
豪
華
賞
品
を
ゲ
ッ

ト
で
き
る
２
回
目
の
「
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
」。
み
な
真
剣
そ

の
も
の
で
カ
ー
ド
を
広
げ

て
、
呼
ば
れ
る
番
号
の
た
び

に
歓
喜
の
声
が
沸
き
起
こ
っ

て
い
た
。
午
後
４
時
の
終
了

予
定
時
刻
を
大
幅
に
超
え

て
、
陽
気
で
楽
し
い
フ
ェ
ス

タ
は
幕
を
閉
じ
た
。

カトリック広島司教区　2017 平和行事のご案内
期　日　8月5日（土）　6日（日）　9日（水）
場　所　世界平和記念聖堂　他
テーマ　�「ラウダート・シ」（私の主よ、あなたはたたえられますように）

～ともに暮らす地球で～

主な行事は次の通り。
8月5日（土）
○13：00～14：30　シンポジウム　世界平和記念聖堂
　「ラウダート・シ」（私の主よ、あなたはたたえられますように）
　�松浦悟郎司教（名古屋教区長）、Fr. Lee Jai Don（韓国司教会議生態環
境委員会総務、ソウル環境司教委員長）、光延一郎神父（上智大学教授）、
分科会。
○17：30～18：10　平和の祈り　地下聖堂
　平和行進に参加されない方のためのプログラムです。

【日本聖公会との合同プログラム】
○17：30～　祈りの集い。場所：原爆供養塔前（平和記念公園内）
○�18：00～　平和行進。場所：原爆供養塔前～本通り～世界平和記念聖堂
○19：00～20：15　平和祈願ミサ。場所：世界平和記念聖堂
○20：30～21：30　テゼの祈り。場所：世界平和記念聖堂
8月6日（日）
○6：15～7：15　宗教者平和の祈り。場所：原爆供養塔前
　�仏教・神道・キリスト教などの宗教者が集い、原爆犠牲者を思い起こし
平和を祈ります。
○�8：00～9：00　原爆・すべての戦争犠牲者追悼ミサ。
　場所：世界平和記念聖堂
　�原爆や戦争で犠牲になられた方々の永遠の安息と地上の平和を祈りま
しょう。
○9：30～　主日ミサ
○�18：00～　原爆犠牲者のためのスピリチュアルコンサート。
　場所：世界平和記念聖堂
　REQUIEM（フォーレ作曲）エリザベト音楽大学同窓会
8月9日（水）「ながさき平和の日」
○11：00～　長崎原爆犠牲者追悼ミサ。場所：地下聖堂

記
念
講
演
は
、
石
山
永
一

郎
さ
ん
（
共
同
通
信
編
集
委

員
）
が
行
っ
た
。

石
山
さ
ん
が
布
池
教
会
の

信
徒
だ
っ
た
30
年
前
、
日
本

初
の
「
外
国
人
問
題
に
取
り

組
む
団
体
」
の
創
立
を
呼
び

か
け
、
あ
る
す
の
会
が
始

ま
っ
た
。〔
創
立
は
日
本
で

２
番
目
〕

「
女
性
を
木
檻
に
入
れ
監
禁

し
て
売
春
を
強
制
し
た
「
ラ

パ
ー
ン
事
件
」
で
救
出
時
負

傷
し
裁
判
に
な
っ
た
当
事
者

と
し
て
、
悪
い
業
者
の
存
在

を
警
察
が
放
置
し
た
こ
と

は
、
最
近
の
「
ネ
パ
ー
ル
人

コ
ッ
ク
夫
婦
ヒ
ラ
さ
ん
タ
ラ

さ
ん
監
禁
事
件
」
と
共
通
点

が
多
い
」

「
２
０
０
０
年
以
降　

派
遣

労
働
者
法
改
正
後
労
働
環
境

の
悪
化
に
つ
れ
て
、
社
会
の

関
心
は
日
本
人
の
非
正
規
雇

用
や
格
差
の
方
に
向
き
、
外

国
人
の
人
権
や
労
働
問
題
は

日
本
人
全
員
が
共
有
す
る
問

題
に
な
ら
な
く
な
り
、
外
国

人
支
援
の
団
体
の
活
動
は
後

退
し
て
き
て
い
る
」

「
あ
る
す
の
会
創
立
以
来
掲

げ
て
き
た
「
多
文
化
共
生
社

会
を
目
指
す
」
理
念
を
も
う

一
度
、
給
料
が
少
な
い
・
自

分
の
問
題
で
精
一
杯
の
若
い

人
を
巻
き
込
ん
で
、
活
発
な

活
動
を
し
て
ほ
し
い
」

在
日
外
国
人
問
題
の
質
の

変
化
な
ど
、
今
抱
え
る
様
々

な
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。

（
あ
る
す
の
会　

中
村
厚
子

�

〔
布
池
教
会
信
徒
〕）

に
は
、
お
互
い
の
真
の
姿
を

知
り
、
認
め
あ
う
こ
と
で
あ

る
と
い
う
。

東
京
中
心
の
視
点
か
ら

ズ
ー
ッ
と
南
下
し
、
沖
縄
を

中
心
と
し
て
見
る
こ
と
の
大

切
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

そ
の
助
け
と
な
る
の
が
回

勅
『
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ
』
の

視
点
で
あ
る
と
武
者
小
路
さ

ん
は
言
う
。
そ
し
て
そ
れ
は

故
相
馬
司
教
の
思
想
の
延
長

線
上
に
あ
る
も
の
で
は
な
い

か
と
も
。

そ
れ
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会

の
神
学
に
近
い
も
の
で
あ

り
、
元
々
カ
ト
リ
ッ
ク
や
東

方
諸
教
会
に
あ
っ
た
感
性

だ
っ
た
。
つ
ま
り
あ
ら
ゆ
る

と
こ
ろ
に
神
の
息
吹
が
あ
る

と
い
う
ま
な
ざ
し
、
人
間
の

命
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て

の
命
が
つ
な
が
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
。
被
造
物
の
そ
れ

ぞ
れ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
耳
を

傾
け
よ
う
と
い
う
呼
び
か
け

が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。

「
自
然
と
の
和
解
が
な
け

れ
ば
、
和
解
が
成
り
立
た
な

い
」。
琉
球
・
沖
縄
か
ら
の

「
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
く
こ
と
。

逆
説
的
な
声
な
き
声
に
耳
を

傾
け
る
こ
と
。
可
視
化
す
る

こ
と
」。
以
上
が
武
者
小
路

さ
ん
の
語
ら
れ
た
大
ざ
っ
ぱ

な
内
容
で
あ
っ
た
。

辺
野
古
の
座
り
込
み
テ
ン

ト
の
オ
バ
ア
の
決
し
て
諦
め

な
い
様
子
を
伝
え
聞
い
て
、

か
え
っ
て
勇
気
を
も
ら
っ
て

い
た
の
だ
が
、
こ
の
沖
縄
の

人
々
の
後
ろ
に
は
、
命
に
、

自
然
に
対
す
る
深
い
ま
な
ざ

し
が
あ
っ
た
の
だ
と
再
認
識

し
た
の
だ
っ
た
。

（
教
区
正
義
と
平
和
委
員
会

�

小
西
和
子
）

多
文
化
共
生
を
目
指
し
て

� 武者小路公秀さん

� 岩崎神父（左）とドミンゴ神父

ミサを捧げる竹谷基神父

石山永一郎さん

あいさつする
川上栄光新代表

豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
で
ブ
ラ
ジ
ル
の
祭
り

一
生
懸
命
さ
が
か
わ
い
い
農
民
の
踊
り

�

聖
心
教
会
の
フ
ェ
ス
タ
・
ジ
ュ
ニ
ー
ナ
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新
し
い
年
、
分
裂
の
世
界
に
一
致
を
！　
　
　
　
　

　

―
あ
ら
ゆ
る
壁
を
越
え
る
教
会
を
め
ざ
す
中
で
―

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

予算と決算について　　カトリック名古屋教区の会計
年度は4月1日から翌3月31日までの1年間です。名古屋
教区の法人規則では、予算は毎会計年度開始1ヶ月前
までに評議員会の同意および責任役員会の議決を経
て編成されます。しかし、次年度の予算を決定する3
月の時点ではまだ前年度の決算が確定していませんの
で、仮決算に基づいて予算編成が行われています。そ
の結果、本決算が確定した時に、前期繰越金に差異が
生じていますが、年度末に臨時の役員会と評議員会を
開催して補正を行っております。従いまして、教区
ニュースの紙面で決算報告を行う時点では補正をする
前の数字で行っていることをご理解下さい。尚、この
会計年度から一般会計は１％献金（宣教司牧評議会分）
を加算した11％の決算・予算の要約になりました。

収入の部　　一般会計の収入の殆どは、全小教区から
のミサ献金、維持費献金の11％からなる本部維持献金
とカトリック名古屋教区幼稚園連盟と修道会からの献
金で賄われています。2016年度は前期繰越金を含め
47,694,917円となりました。

支出の部　　一般会計支出の主なものは、名古屋教区
が教会法上の教区本部と宗教法人としての機能を果た
していく上で必要な本部事務局の職員の人件費とその
施設の維持管理費に使われています。2016年度には教
区センターの耐震工事、センターの空調機器の更新と
西蟹田にあった旧聖心会の施設が名古屋教区に寄付さ
れたので、それを集会所として活用できるようにとリ
フォームした費用がありました。

繰入金について　　収入の欄にある「繰入金」とは、
一般積立金を取り崩して一般会計の歳入の不足分を
補填するものです。2016年度は、他の会計口（宣司
評、教区センター）の統合により、繰入金合計額は
13,899,187円になりました。その内一般会計の不足分
を補填する一般積立金の取り崩し額は4,500,000円にな
りました。

2017年度予算について　　2017年度の予算は世界の
政治・経済の不安定さを反映して厳しい編成となって
います。支出の部における人件費は本部事務局のも
ので、小教区を担当している司祭の人件費は含まれて
いません。教区司祭の人件費は担当小教区に本部維持
費11％に35％を上乗せして負担していただいておりま
す。また、修道会が担当している小教区はその小教区
より、その本部へ別途納付金として納められて賄われ
ております。
　経済状況が逼

ひっ

迫
ぱく

する中での献金のご協力に、改めて
感謝申し上げますと共に、信徒の皆様の使徒職の上に
神様の祝福をお祈り申し上げます。
� （名古屋教区会計担当　平田豊彦）

名古屋教区一般会計報告

2016年度収支決算書の要約
2016年 ４ 月 １ 日から2017年 ３ 月31日まで

（単位：円）

2017年度収支予算書の要約
2017年 ４ 月 １ 日から2018年 ３ 月31日まで

（単位：円）

収入の部
本部維持献金 27,325,267
信徒協献金 1,203,064
その他献金・寄付金 1,787,718
幼稚園連盟・修道会分担金 3,293,000
雑　収　入 115,035
繰入金収入 13,899,187
　当期収入合計（A） 47,623,271
　前期繰越収支差額 71,646
　収　入　合　計（B） 47,694,917
支出の部
活動費管理費 39,556,266
人　件　費 12,728,693
儀典集会費 173,707
研　修　費 60,800
図書印刷費 252,571
分　担　金 3,460,000
寄　付　金 1,083,083
その他活動費 883,510
修　繕　費＊1 10,072,845
賃　借　料 2,630,664
会　議　費 139,795
慶弔渉外費 410,000
旅費交通費 951,891
通信運搬費 677,080
備品・消耗品費 1,196,738
水道光熱費 1,177,768
保　険　料 181,940
その他管理費 3,475,181

什器備品購入支出＊2 4,552,632
委員会助成金支出 2,971,763
福信館助成金支出 762,268

　当期支出合計　　　　 （C） 47,842,929
　当期収支差額　　 （A）－（C） △　219,658
　次期繰越収支差額（B）－（C） △　148,012
＊1 教区センター耐震改修工事　4,317,645円
　　西蟹田集会所改修工事　　　5,755,200円
＊2 空調機（教区事務所、教区センター）

収入の部
本部維持献金 27,000,000
信徒協献金 500,000
その他献金・寄付金 500,000
幼稚園連盟・修道会分担金 2,500,000
雑　収　入 300
繰入金収入 4,531,000
　当期収入合計（A） 35,031,300
　前期繰越収支差額 65,000
　収　入　合　計（B） 35,096,300
支出の部
活動費管理費 29,700,000
人　件　費 12,270,000
儀典集会費 594,000
研　修　費 100,000
図書印刷費 266,000
分　担　金＊ 3,470,000
寄　付　金 600,000
その他活動費 1,050,000
修　繕　費 1,000,000
賃　借　料 2,650,000
会　議　費 150,000
慶弔渉外費 300,000
旅費交通費 1,000,000
通信運搬費 690,000
備品・消耗品費 700,000
水道光熱費 1,260,000
保　険　料 190,000
その他管理費 3,410,000

什器備品購入支出 0
委員会助成金支出 3,636,040
福信館助成金支出 760,000
予　備　費 1,000,260
　当期支出合計　　　　 （C） 35,096,300
　当期収支差額　　 （A）－（C） △　65,000
　次期繰越収支差額（B）－（C） 0
＊カトリック中央協議会分担金　2,670,000円
　高松教区支援分担金　　　　　　800,000円
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2016年度　各小教区諸献金・本部納付金一覧表
（単位：円）

教会・施設名 広報の日 聖ペトロ 聖地献金 難民移住移動 世界宣教 宣教地召命 世界こども 四旬節 新教会建設 諸献金合計 本部維持費 宣司評献金

熱田教会 24,623 23,236 36,005 21,854 21,655 18,967 48,123 74,056 40,400 401,903 481,362 48,136

恵方町教会 6,000 6,500 ――　　 10,000 11,500 7,000 6,500 ――　　 15,500 68,600 355,370 35,537

押切教会 ――　　 10,700 5,520 9,880 5,510 6,031 16,084 ――　　 2,700 58,825 197,186 19,719

五反城教会 14,020 12,207 ――　　 30,263 24,616 27,082 22,840 31,955 27,997 227,398 647,215 64,722

城北橋教会 23,200 ――　　 27,153 16,120 11,750 10,230 53,771 ――　　 65,200 317,182 922,260 92,226

膳棚教会 14,100 15,354 ――　　 14,500 14,270 14,400 22,600 3,370 26,620 199,113 274,523 27,452

鳴海教会 7,880 3,620 6,646 4,920 3,824 4,620 4,900 10,265 1,020 60,093 486,729 48,673

南山教会 32,638 44,650 ――　　 62,003 41,700 78,011 127,093 ――　　 84,040 527,413 2,482,763 248,276

布池教会 182,865 164,013 56,346 167,074 147,874 161,615 56,669 58,510 32,589 1,190,613 2,186,960 218,696

東山教会 33,333 32,056 21,622 23,843 44,089 24,102 36,686 ――　　 13,450 286,324 689,339 68,934

日比野教会 19,400 17,230 24,190 21,770 14,110 21,510 37,520 30,000 38,840 272,380 402,641 40,264

緑ケ丘教会 11,450 5,920 20,264 ――　　 17,000 7,500 10,300 8,000 14,800 116,864 221,283 22,128

港教会 ――　　 25,000 ――　　 25,000 25,000 23,641 14,709 25,000 18,812 182,162 680,310 68,031

名東教会 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 3,000 ――　　 ――　　 3,000 96,353 9,635

守山教会 4,223 4,803 6,520 10,036 7,221 8,393 7,451 37,238 12,080 109,855 161,952 16,195

八熊教会 ――　　 5,000 ――　　 17,520 ――　　 ――　　 4,066 32,121 ――　　 92,879 146,118 14,611

安城教会 15,000 15,000 19,000 20,000 17,000 15,000 20,000 35,000 25,000 227,000 511,672 51,167

一宮教会 52,016 46,713 19,018 41,907 55,903 42,776 44,379 111,170 179,000 835,504 1,000,385 100,038

稲沢教会 3,210 2,260 5,000 2,040 3,080 2,010 3,470 18,830 7,405 63,052 116,945 11,694

津島教会 1,950 ――　　 ――　　 3,400 4,155 3,150 5,800 5,000 ――　　 32,675 86,796 8,680

岡崎教会 17,610 6,880 ――　　 13,360 11,999 15,860 14,969 ――　　 36,000 161,078 681,576 68,158

春日井教会 33,000 30,000 33,000 33,000 33,000 33,000 15,000 60,865 20,000 323,865 449,465 44,947

刈谷教会 6,430 8,000 ――　　 ――　　 15,000 8,000 15,000 20,000 ――　　 95,910 529,361 52,936

高蔵寺教会 11,450 9,750 5,700 9,010 10,915 9,800 9,527 15,935 7,260 128,859 326,975 32,697

江南教会 11,630 15,000 ――　　 15,000 15,000 17,520 13,445 ――　　 17,000 169,571 308,468 30,847

小牧教会 15,300 9,540 12,700 11,937 6,600 14,990 18,196 37,700 20,947 199,152 414,030 41,403

聖心教会 37,910 42,400 ――　　 57,300 23,700 35,000 47,515 ――　　 41,500 377,325 685,892 68,589

瀬戸教会 30,124 32,986 ――　　 22,269 29,656 42,396 34,994 ――　　 37,831 311,771 616,195 61,619

東海教会 11,366 19,790 ――　　 8,672 12,131 13,316 15,964 ――　　 3,000 171,444 383,912 38,391

豊橋教会 33,000 32,000 30,000 40,000 45,000 40,000 50,000 16,000 30,000 382,000 862,000 86,200

長浦教会 5,100 4,600 2,600 8,500 8,523 10,300 5,800 20,300 19,000 92,890 161,685 16,169

半田教会 1,600 1,200 4,000 6,060 4,860 6,640 16,820 30,809 8,421 88,571 294,649 29,465

平針教会 ――　　 22,843 ――　　 19,431 ――　　 ――　　 21,847 17,670 ――　　 123,205 555,441 55,544

大垣教会 7,862 6,000 9,620 10,170 8,420 10,332 6,403 7,663 11,769 89,469 368,284 36,828

岐阜教会 45,000 34,600 ――　　 57,500 33,500 40,500 41,300 ――　　 ――　　 509,400 705,225 70,523

各務原教会 ――　　 10,130 ――　　 ――　　 10,000 12,188 10,000 ――　　 15,000 132,318 173,173 17,317

多治見教会 2,300 3,000 14,102 6,351 1,500 1,000 12,215 26,823 24,300 139,679 938,632 93,863

瑞浪教会 ――　　 5,000 5,068 5,000 5,630 5,000 5,000 24,137 5,000 79,641 131,729 13,173

美濃加茂教会 6,000 8,500 16,509 13,600 8,500 15,100 15,800 ――　　 11,500 111,029 374,864 37,486

金沢教会 59,841 82,547 3,000 55,397 49,439 60,022 70,580 69,390 143,218 734,834 1,282,091 128,209

小松教会 ――　　 6,500 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 5,000 ――　　 ――　　 21,500 97,060 9,706

七尾教会 4,011 4,405 ――　　 4,505 4,782 3,915 13,000 2,870 19,730 78,638 91,928 9,193

三馬教会 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 27,408 227,090 22,709

松任教会 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 0 5,747 575

輪島教会 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 0 15,484 1,548

敦賀教会 4,000 4,800 ――　　 4,000 4,000 4,000 4,000 ――　　 4,000 49,800 234,232 23,423

小浜教会 1,110 880 ――　　 ――　　 ――　　 500 ――　　 ――　　 ――　　 3,790 19,561 1,956

福井、大野教会 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 12,000 36,900 10,000 182,800 354,804 35,480

鯖江教会 5,000 5,000 ――　　 ――　　 5,000 5,000 5,000 127,000 5,000 279,727 250,511 25,051

魚津教会 3,300 2,500 ――　　 3,400 3,800 2,300 2,850 ――　　 5,900 51,400 113,815 11,381

小矢部教会 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 10,325 ――　　 1,000 11,325 99,299 9,930

高岡教会 6,000 6,490 12,074 7,900 4,950 6,209 9,672 ――　　 ――　　 90,045 193,475 19,348

富山教会 35,265 32,455 ――　　 12,854 30,088 29,216 90,549 ――　　 ――　　 357,694 598,363 59,836

その他 15,000 15,000 ――　　 15,000 15,000 15,000 823,542 90,166 ――　　 1,300,709 0 0

計 865,117 907,058 405,657 952,346 881,250 943,142 1,962,274 1,084,743 1,102,829 12,149,682 24,693,178 2,469,314

※「その他」とは小教区以外の学校、幼稚園、修道会・宣教会からの献金です。
※この表は2016年4月1日から2017年3月31日までに各小教区から教区本部に着金した金額を記載したものです。
※四旬節献金など会計年度をまたがって教区本部に入金された場合には二年度分記載されることもあります。
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2017年度名古屋教区
神言会・聖霊会JPIC勉強会シリーズ
「移民・移住者の司牧について」（全4回）

第 2回　9月9日（土）「信徒の立場・視点から」
　　　　講演者：�村上満一氏（三河カトリックセンター

ボランティア 安城教会信徒）
第 3回　11月25日（土）「信徒の立場・視点から」
　　　　講演者：森永デェイン氏（プロテスタント信徒）
第 4回　2018年2月17日（土）
　　　　「これからの移民・移住者の司牧について」
　　　　講演者：松浦悟郎司教（名古屋教区司教）

時　間　13：30～15：30
場　所　カトリック教区センター2階
　　　　名古屋市東区葵町2丁目6-35
　　　　地下鉄東山線　新栄町駅2番出口
　　　　北東へ徒歩5分
問合せ　カトリック安城教会主任司祭 アントニー神父
　　　　☎0566-98-7766
　　　　八事聖霊修道院　☎052-832-0434（Sr. 武田）
主　催　神言修道会・聖霊会 JPIC 委員会
　　　　名古屋教区正義と平和委員会

エスナックフェスティバル
〔エスナック＝アジアと 

アフリカの子供たちに教育を贈る会〕

　国際協力NGOエスナック教育里親グループは、一
方的に貧しい子どもたちを援助するのではなく、相互
援助のために創立されました。エスナックでは2、3年
に一度、現地で里子と直接関わっている人たちを招い
てフェスティバルを開催します。今回は、バングラデ
シュの司祭2名と、インド、アフリカから2名のシスター
を招きます。どなたでもご参加ください。現地の手工
芸品などバザーもあります。

9月16日（土）
　浜野要宅（千種区徳川山）にて　13：30～夕方
　地下鉄自由が丘駅から浜野宅まで車で送迎します。
9月17日（日）
　カトリック多治見教会にて　9時30分ミサ後
　�エスナック紹介、現地についての状況報告、ミニバ
ザー、交流会など
　担当：川口　☎080-5106-0127

第26回ウェルフェアコンサート イベント
THREESOME featuring 日野皓正

　後援会主催のウェルフェアコンサートも26回を迎えることになりました。
今年は「THREESOME featuring 日野皓正」をお迎えして、ジャズをお届け
します。THREESOMEは、ギタリストの吉田次郎、ボーカリストのマリーン、
ピアニストのクリヤマコトの3人で結成されたユニット。今回は、日本を代表
する世界的トランペッター日野皓正をゲストに招き、華麗なセッションをお
楽しみいただきます。なお今年の会場は名古屋大学豊田講堂です。
日　時　9月4日（月）　開場18：00　開演18：30
場　所　名古屋大学 豊田講堂
　　　　名古屋市千種区不老町（地下鉄名古屋大学下車、徒歩3分）
入場料（全席指定）　�A席 6,000円 /B 席 5,000円 /C 席 4,000円 /�

車いす席 4,000円
主　催　AJU自立の家後援会、後援：愛知県・名古屋市・名古屋大学
問合せ　AJU自立の家後援会事務局
　　　　☎052-841-5554　FAX 052-841-2221
　　　　〒466-0037 名古屋市昭和区恵方町2-15

ラビリンスメディテーションへの 
おさそい

　このたび聖霊ミッションセンターではラビリンスメディ
テーションのプログラムを準備しました。日常を離れ、静
かに祈り、分かち合いたい方、どなたでもご参加ください。
　前もって申し込む必要はありません。

日　程 テーマ

2 9 月30日（土） 「お父さん、承知しました」

3 10月28日（土） 「どの掟が最も重要でしょうか？」

4 11月11日（土） 「花婿だ、迎えに出なさい」

5 12月16日（土） 「わたしは荒れ野で叫ぶ声」

6 1 月27日（土） 「心の貧しい人は幸い」

7 2 月24日（土） 「これはわたしの愛する子」

時　間　毎回13：30～16：30
場　所　聖霊ミッションセンター（旧八事聖霊幼稚園）
　　　　名古屋市昭和区八事本町1
参加費　200円
問合せ　☎052-832-0434

平和旬間　第9回　平和祈念の集い
　平和をつなぐため、非暴力による平和の実現を願い、一人
でも多くの方々と共に祈りたいと思います。どなたでもご参
加ください。
日　時　8月13日（日）13：00～15：30
場　所　カトリック南山教会マリア館ホール（2階）
　　　　名古屋市昭和区南山1
　　　　地下鉄鶴舞線「いりなか」駅下車徒歩5分
内　容　講話　岡崎教会主任　早川努神父
　　　　　テーマ　「�キリスト者として、私は何をすべきか、

平和のために」
　　　　合唱（南山教会聖歌隊）・朗読（有志）
　　　　聖書朗読、平和を求める祈り、共同祈願　等
主　催　南山教会信徒、その他有志
連絡先　井爪謙治　☎／FAX　052-831-7719

2017年度OCDS名古屋年次黙想会
～涼やかな森の中で、跣足カルメル在世会員と 

共に祈り、神を賛美する3日間～
跣足カルメル在世会（OCDS）名古屋共同体企画

日　時　9月16日（土）16：00 ～ 18日（月・祝）15：00
（予定）　
場　所　宇治カルメル会　聖テレジア修道院（黙想の家）
　　　　☎0774-32-7016 〒611-0002 宇治市木幡御蔵山39-12
交　通　JR京都駅より奈良線「六地蔵」駅下車
　　　　�京浜バス「町並」バス停より「御蔵山」行乗車、�

「西住宅」下車、徒歩3分
指　導　九里彰神父（跣足カルメル会司祭）
参加費　12,000円（1泊6,000円×2）当日徴収いたします。
持ち物　ノート・筆記具・洗面具・着替え・パジャマ・薬など
締切り　8月31日（木）
問合せ・申込み　以下のメールアドレス、またはFAXにて。
　　　　お名前・連絡先・所属教会を記入の上、送信ください。
　　　　Mail／ocdsnagoya@yahoo.co.jp
　　　　Fax／058-372-6305
　　　　OCDS名古屋共同体　黙想会担当者まで

東日本大震災・災害支援金の報告
� 社会福祉委員会
　発災時より社会福祉委員会へ振込まれた支援金を下記の通
りご報告いたします。暖かいご支援に心より感謝いたします ! !
� （振込手数料引去後の金額）

単 月 明 細 2011. 3. 17 発災から
2017. 6. 30までの合計摘　　　要 6/1～6/30

募金、ご寄付 収入合計 （※1） 29,641 27,976,530
ベース他支援 支出合計 0 27,827,821

支援金残高合計 148,709
（※1）6月度に支援金のご協力いただいた小教区 金沢教会
★名古屋教区は
　�「カリタス大船渡ベース・地ノ森いこいの家」とカリタス米川
ベース、NPO法人「障がい者自立センターかまいし」、カリ
タス南相馬（旧・原町ベース）、カリタスジャパン（東日本大
震災募金）の応援をしています。引き続き皆様のご支援、ご
協力をお願い致します。

★支援金振込先
　郵便振替用紙にて
　口座番号 ００８８０－６－１６２８
　名義　カトリック名古屋教区社会福祉委員会
　　　 「東日本大震災・災害支援金」と記入願います。

ご連絡・問合せ先
社会福祉委員会
電話 052-852-1426
FAX 052-852-1422

新刊案内

ユスト高山右近列福式ミサ公式記録集
　2017年2月7日、大阪市の大阪城ホール
にて挙行された、神のしもべユスト高山
右近列福式ミサ、および関連諸行事を含
む公式記録集。カラー写真を豊富に収録
するとともに、司式者、奉仕者の一覧、
列福の儀でのことば、教皇代理アマート
枢機卿説教、新聞記事や各種報道、公式
賛歌「主こそわが光―祈る右近」、高山右
近イメージソング「迷いを捨てて」の楽
譜などを収めています。

A4判並製88ページ
定価　本体2,300円＋税8％
お問い合わせ、およびご注文は下記宛て
カトリック中央協議会・出版部　�〒135-8585 東京都江東区潮見2-10-10�

☎03-5632-4429、FAX 03-5632-4456

2017年名古屋教区合同追悼ミサのご案内
　名古屋教区合同追悼ミサをご案内申し上げます。皆様お誘
い合わせのうえご参加下さい。
◆名古屋市立八事霊園内　カトリック名古屋教区霊園
日　時　9月23日（土・秋分の日）14：00（雨天中止）
◆東八事霊園内　第一カトリック墓地
日　時　10月8日（日）13：00灌水・献香に続いてミサ（雨天中止）
◆東八事霊園内　第二カトリック墓地
日　時　11月5日（日）14：00（雨天中止）

【雨天中止について】
※当日のNHKの朝の天気予報で午後はっきり雨と予想された
場合には、合同追悼ミサは中止。当日11：00まで教区事務所で
電話のお問い合わせに対応させていただきます。また中止の場
合には12：00に現地に追悼ミサ中止の看板を設置いたします。
　駐車場には限りがあり霊園内への自動車での入場をお断り
する場合もあります。公共交通機関をご利用くださいますよ
うお願いいたします。

問合せ　名古屋市東区葵2丁目6-35
　　　　�カトリック名古屋教区本部

事務局内　カトリック霊園
管理事務所

　　　　☎052-935-2223
　　　　Fax 052-935-2254

＊お願い＊
○�名古屋市霊園管理事務所のご指導
による墓地への納骨の際は、申請・
許可が必要です。

　八事霊園の方は、事前に教区本部
事務局墓地係までお知らせ下さい。
　東八事霊園の方は管理会社（株）名
古屋浄苑（052-831-1370）までお問
い合わせください。

速報
14th AJUワインフェスタ 

in 多治見修道院
日　時　11月3日（金・祝）9：30開場、10：00開始～14：30終了
場　所　神言会多治見修道院　岐阜県多治見市緑ヶ丘38
内　容　�ワインセミナー／島幸子を予定、新酒ワイン販売 等
参加費　�事前購入3,000円（当日購入3,500円）ワイン1本

付き、記念ワイングラス付き。なお未成年者は入
場無料

交　通　�JR 多治見駅北口より午前9時よりシャトルバスを
運行予定。

主　催　社会福祉法人AJU自立の家
　　　　AJUワインフェスタ実行委員会
問合せ　☎0568-79-3001　FAX 0568-79-3002
　　　　小牧ワイナリー内 AJUワインフェスタ実行委員会
　　　　詳細が決まりましたら順次お知らせいたします。

《2017年 名古屋一日静修》
三位一体の聖エリザベトの祈り

―現代人へのメッセージ―

日　時　9月23日（土・祝）　10：00～16：00
テーマ　「エリザベトとともに生きる
� ―永遠の光のもとで―」
講　師　第一部　片山はるひ 氏
　　　　第二部　伊従　信子 氏
場　所　�カトリック日比野教会 信徒会館
　　　　（地下鉄・名城線日比野駅下車 徒歩約5分）
参加費　1,000円
持ち物　聖書、ロザリオ、筆記用具、お弁当
申込み　下記いずれかの方法でお申込み下さい。
　　　　FAX／ 0568-62-5167
　　　　E-mail ／ seisyuu_2015@yahoo.co.jp
　　　　ハガキ／‌�〒484-0076 犬山市橋爪一丁田�

1-26「名古屋一日静修」係

名古屋教区殉教者祭（北陸地区）
日　程　9月10日（日）14：00～
会　場　金沢の卯辰山殉教地（野外ミサ）
　　　　雨天の場合は金沢教会
司　式　松浦悟郎司教
問合せ　名古屋教区本部事務局（土・日・祝日は休み）
　　　　☎052-935-2223
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郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

569件 28‚595‚675円
（6月末）目標額 40,000,000円
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聖パウロ女子修道会（聖パウロ書院）からお知らせ

「ロザリオの祈り」
　修道院のチャペルで、シスターたち
と一緒に「ロザリオの祈り」をしませ
んか。ロザリオがはじめての方でも、
どなたでもご自由に参加。

日　時　毎月第2日曜日　14：00～（40分程度）
場　所　聖パウロ女子修道会　2Fチャペル
9月10日（日）　10月8日（日）

「読書会」
　10月から題材を新たに「パウロの福音」カルロ・
マリア・マルティーニ著を使います。イエスにささ
げる純粋・強烈な愛を生きたパウロ。そんなパウロ
をやさしく紹介している一冊です。どなたでもご
自由に参加。

8月　お休み
9月16日（土）『�キリスト教とは何か②　救われるの

は誰か』第7章
10月21日（土）『パウロの福音』
　毎月第三土曜（変更あり）
　14：00～15：30　担当 Sr. 森
　聖パウロ書院1Fホール

詳しくは、聖パウロ女子修道会（聖パウロ書院）へ
お問い合わせください。
名古屋市東区葵1-13-2　☎052-936-4443

在俗奉献という生き方
　信徒として社会の中で自分の仕事を持ちながら、貞潔、清貧、従順
の誓願を生きる生活があります。その道をご紹介します。どうぞご参
加ください。
日　時　11月23日（木・祝）　10：30～15：00
場　所　聖マリア在俗会本部　〒463-0835 名古屋市昭和区南山町6-1
講　話　ダシオン・ブルーノ師（神言修道会）
対　象　奉献生活を考えている独身女性信徒
会　費　1,000円（当日払い・昼食代を含む）
申込締切り　11月13日（月）
申込み・問合せ　高橋恵子
　　　　☎＆FAX 06-4398-2236　e-mail: keikotk@msj.biglobe.ne.jp

名古屋オルガンの秋2017
宗教改革500年

～バッハが手がけたルター賛美歌によるコラール編曲～
日　時　10月22日（日）15：30～
　　　　J．Sバッハ　�「18のライプツィヒコラール集」より�

「来れ聖霊、我が主」BWV651、652�
「いま来たりませ」BWV659、660、661 他

Org　　 吉田　文
場　所　カトリック五反城教会
　　　　名古屋市中村区二瀬町27　☎052-412-3456
交　通　地下鉄東山線「岩塚駅」2番出口より徒歩5分
入場料　�決まった入場料は設定していません。演奏会後に任意のご寄

附をお願いします。
主　催　名古屋オルガンの秋実行委員会
　　　　ホームページ　http//organaki.exblog.jp
問合せ　二宮音楽事務所　☎052-505-0151

神さまのユーモア 
（青年のための聖書の学び黙想会）
日　時　9月17日（日）14：00 ～ 18日（月）16：00
　　　　�一泊二日（聖書の学び、分かち合い、テゼ・

赦しの秘跡、月曜日に派遣ミサ）
場　所　聖マリアの無原罪教育宣教修道会
　　　　名古屋修道院内（会議室・ドムスマリエ等）
　　　　名古屋市千種区園山町1-56
テーマ　�神の介入「つまらない自分の生活の中に神さ

まが働いておられるって？？？」
参加費　1,500円　　対　象　青年男女（18～32歳）
申込み　☎052-782-5850　seinen.seisho ＠ Gmail.com
担　当　碇　政子・奥村ありさ
　　　　�聖マリアの無原罪教育宣教修道会　青年司牧

担当者　碇 政子

城東ブロックの集い
日　程　9月23日（土・祝）13：00～16：30
場　所　カトリック東山教会 名古屋市千種区唐山町1-52
　　　　地下鉄東山線「東山公園」駅下車4番出口徒歩10分
内　容
①共同司式ミサ13：00～14：00
②ティーパーティおよび各教会・団体紹介14：30～16：30
　�各教会・団体の現状や計画等について自己紹介。コー
ラス・寸劇・楽器演奏などの出し物。議長教会（東山教
会）主任司祭による一芸披露も。

問合せ　カトリック東山教会　☎052-781-6514


